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は
じ
め
に

予
想
さ
れ
た
事
態
と
は
い
え
、
〇
九
年
九
月
の
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
選
挙
の
結
果
は
、
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
の
歴
史
的
と
も

評
す
べ
き
敗
北
で
あ
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
党
指
導
路
線
か
ら
一
般
支
持
層
ま
で
、
一
五
〇
年
近
い
歴
史
を
誇
る
こ
の
党
の
構
造

全
体
の
あ
り
方
を
揺
る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
小
論
で
は
、
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
を
中
心
に
、
他
政
党
と
り
わ
け
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
と
一
括
さ
れ
る
緑
の
党
（B

undnis 90 /

D
ie G
runen

）、
左
翼
党
（D

ie L
ink
e

）
と
の
関
連
で
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
得
票
動
向
、
政
策
的
・
戦
術
的
立
場
の
特
色
と
問
題
点
を
検
討
し
、

そ
の
行
く
末
を
見
通
す
一
助
と
し

１
）

た
い
。

第
一
節

「
歴
史
的
」
敗
北
の
実
相
｜

選
挙
結
果
が
示
す
も
の

ま
ず
〇
九
年
選
挙
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
敗
北
の
特
徴
点
を
、
選
挙
結
果
に
即
し
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

こ
の
選
挙
は
議
席
面
で
の
各
党
の
力
関
係
の
変
化
と
と
も
に
そ
の
勝
者
と
敗
者
の
区
分
、
さ
ら
に
は
有
権
者
の
投
票
動
向
の
特
色
を
か

な
り
明
確
に
示
す
結
果
を
も
た
ら
し
た
（（
表
１
）
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
選
挙
政
党
別
議
席
・
得
票
数
・
率
変
動
表
、
参
照
）。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
関
し
て
は
、
議
席
面
で
は
二
二
二
か
ら
一
四
六
と
七
六
議
席
も
の
減
少
で
、
他
党
派
が
す
べ
て
議
席
増
を
果
た
す
中
で
、
ま

さ
に
「
一
人
負
け
」
と
い
う
事
態
を
強
く
印
象
付
け
る
結
果
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
得
票
数
・
率
と
い
う
側
面
か
ら
見
る
と
、
ド
イ
ツ
連
邦

議
会
の
選
挙
制
度
が
比
例
代
表
制
を
基
本
原
則
と
し
て
い
る
だ
け
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
敗
北
の
深
刻
さ
は
一
層
明
確
に
な
る
。
得
票
数
は
ほ
ぼ

一
〇
〇
〇
万
票
、
な
ん
と
六
二
〇
万
も
の
減
票
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
、
一
六
年
ぶ
り
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
主
導
政
権
復
活
時
の
選
挙
に
比
し
て
半
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減
で
あ
る
。さ
ら
に
相
対
得
票
率
も
前
回
比
で
一
一

二
％
減
の
二

三

〇
％
、
絶
対
得
票
率
で
見
れ
ば
一
〇
％
減
の
一
六

一
％
と
な

り
、
連
邦
共
和
国
成
立
時
の
一
九
四
九
年
選
挙
結
果
以
下
の
、
戦

後
最
低
の
得
票
水
準
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
（（
表
２
）
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
員

数
お
よ
び
連
邦
議
会
選
挙
得
票
数
・
率
変
動
、
参
照
）。
近
年
、
と

り
わ
け
こ
の
一
〇
年
間
で
の
国
政
選
挙
レ
ベ
ル
で
の
ド
イ
ツ
国
民

の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
離
れ
の
大
き
さ
に
は
驚
く
べ
き
も
の
が
あ
る
。

そ
し
て
こ
の
連
邦
議
会
選
挙
結
果
で
の
大
幅
な
国
民
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ

離
れ
は
、
こ
の
党
の
組
織
的
大
衆
政
党
と
し
て
の
屋
台
骨
で
あ
る

一
般
党
員
数
の
激
減
傾
向
と
明
確
に
対
応
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の

後
退
現
象
の
根
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
党
員
数
の
変
動

に
つ
い
て
言
及
す
れ
ば
、
首
相
が
ブ
ラ
ン
ト
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
続

い
た
最
初
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
主
導
政
権
下
の
一
九
七
六
年
に
は
一
〇
二

二
万
人
で
あ
り
、
そ
の
後
長
期
に
亘
り
減
少
傾
向
が
続
き
、
〇
九

年
末
に
は
半
減
の
五
一

三
万
人
と
二
〇
世
紀
初
頭
の
水
準
に
ま

で
後
退
し
て
し
ま
っ
た
（（
表
２
）、
参
照
）。

一
体
、
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
後
退
現
象
は
な

ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
に
対
し
て
本
論
文
で
は
二
つ

（表１）ドイツ連邦議会選挙政党別議席・得票数・率変動表
（上段 議席数、中段 得票数（万）、下段 得票率（％）)

2005年選挙 2009年選挙 （増減数・率)
投票総数（万人)
（投票率)（％)

4804.4
（77.7)

4400.6
（70.8)

（－403.8)
（－6.9)

226 239 （＋13)
キリスト教民主・社会同盟

（CDU・CSU)
1663.1 1475.9 （－187.2)
（35.2) （33.8) （－1.4)
61 93 (＋32)

自由民主党
（FDP)

464.8 631.6 （＋166.8)
(9.8) （14.6) （＋4.8)
222 146 （－76)

社会民主党
（SPD)

1619.5 999.1 （－620.4)
（34.3) （23.0) （－11.3)
54 76 （＋22)

左翼党
（Linke)

411.8 515.6 （＋103.8)
(8.7) （11.9) （＋3.2)
51 68 （＋17)

緑の党
（Grune)

383.8 464.3 （＋80.5)
(8.1) (10.7) （＋2.6)

＊(ホームページ）Wahlen,Wahlrecht und WahlsystemeのDaten und Fakten,
（www.wahlrecht.de/）に基づいて作成
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（表２）SPD党員数および連邦議会選挙得票数・率変動

年 度
総党員数

（女性党員比％)
連邦議会選挙得票数(万)
・（絶対得票率(％）)

1907 530,466 (1.89)
1914 1085,905（16.09)

（以上第二帝政期)

1919 1012,299（20.38)
1923 1261,072（10.31)
1931 1008,953（22.83)
1932（９月) 871,499

（以上ワイマール共和国)

1949 736,218（18.79) 693.5（22.2)
1953 607,456（18.99) 794.5（24.0)
1957 626,189（19.21) 949.6（26.8)
1961 644,780（18.67) 1142.7（30.5)
1965 710,448（17.39) 1281.3（33.3)
1969 778,945（17.33) 1406.6（36.4)
1972 954,394（18.70) 1717.5（41.4)
1976 1022,191（21.05) 1609.9（38.3)
1980 986,872（23.08) 1626.1（37.6)
1983 925,630（24.49) 1486.6（33.7)
1987 910,063（25.94) 1402.6（30.9)

（以上西ドイツ期)

1990 919,129（27.30) 1554.5（25.7)
1994 849,374（28.04) 1714.0（28.4)
1998 775,036（28.93) 2018.1（33.2)
2002 693,894（29.66) 1848.9（30.1)
2005 590,465（30.40) 1619.5（26.2)
2009 512,520（31.20) 999.1（16.1)

（以上統一ドイツ期)

＊SPD党員数に関しては、Jahrbuch der SPDなどParteivorstand der SPD作成資
料（最新の党員数についてはSPDホームページPartei/Organisation（www.spd.
de）による)、得票数・率に関しては（ホームページ）Wahlen,Wahlrecht und

 
WahlsystemeのDaten und Fakten（www.wahlrecht.de/）に、基づく。
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の
側
面
に
限
定
し
て
検
討
し
た
い
。

ま
ず
第
一
点
は
、
前
回
選
挙
（
〇
五
年
）
に
比
し
て
、
六
二
〇
万
票
も
の
減
票
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
Ｓ
Ｐ
Ｄ
か
ら
大
量
に
離
反
し
た

有
権
者
の
行
方
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
概
数
な
が
ら
世
論
調
査
機
関
（Infratest dim

ap

）
の
政
党
別
投
票
移
動
分
析
が
参
考

に
な
ろ
う
（（
表
３
）
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
政
党
別
投
票
移
動
表
、
参
照
）。

こ
の
分
析
に
よ
れ
ば
Ｓ
Ｐ
Ｄ
離
反
票
の
一
八
％
（
一
一
一
万
票
）
は
左
翼
党
へ
、
一
三
％
（
八
六
万
票
）
が
緑
の
党
へ
と
、「
左
派
グ
ル
ー

プ
」
へ
の
流
出
が
目
立
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
キ
リ
ス
ト
教
民
主
・
社
会
同
盟
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）
へ
一
四
％
（
八
七

万
票
）、
自
由
民
主
党
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
に
八
％
（
五
二
万
票
）
と
「
右
派
グ
ル
ー
プ
」
へ
の
流
出
も
相
当
あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
「
一
人
負
け
」
の

実
相
を
明
確
に
裏
付
け
て
い
る
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
投
票
政
党
の
移
動
で
は
な
く
、
減
票
の
三
五
％
（
二
一
三
万
票
）
を
占

め
る
棄
権
者
層
（
前
回
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
投
票
し
な
が
ら
今
回
棄
権
し
た
者
）
の
存
在
も
推
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
固
定
支
持
層

に
お
け
る
党
及
び
党
指
導
部
へ
の
強
い
批
判
層
の
広
が
り
も
見
落
せ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
支
持
層
に
お
け
る
棄
権
者
の
大
幅
な
増

加
が
、
選
挙
全
体
の
投
票
率
の
低
下
に
強
く
作
用
し
、
他
党
の
議
席
増
に
極
め
て
有
利
な
結
果
を
も
た
ら
し
た
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
。

し
か
も
Ｓ
Ｐ
Ｄ
支
持
の
棄
権
層
で
は
、
こ
の
党
へ
の
長
年
の
支
持
者
や
活
動
家
の
比
率
が
高
い
こ
と
も
推
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
指
導
部
に
と
っ
て
は
、
こ
の
大
量
の
「
棄
権
層
」
の
拡
大
こ
そ
政
党
危
機
の
克
服
と
い
う
点
で
は
、
よ
り
深
刻
な
事
態
で
は
な
か
っ
た

ろ
う
か
。

そ
れ
で
は
こ
う
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
支
持
層
の
大
量
離
反
現
象
は
な
ぜ
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
選
挙
結
果
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
こ
の
離

反
の
原
因
に
は
相
互
に
関
連
す
る
三
つ
の
要
因
が
指
摘
で
き
よ
う
。

ま
ず
直
接
的
か
つ
中
心
的
な
要
因
と
し
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
よ
る
大
連
合
政
権
へ
の
不
満
と
批
判
の
強
ま
り
で
あ
る
。

選
挙
の
投
票
率
が
六

九
％
も
低
下
し
、
棄
権
者
総
数
が
ほ
ぼ
四
〇
〇
万
も
増
加
し
た
こ
と
は
何
よ
り
も
そ
の
表
現
で
あ
る
（
表
１
）、
参
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（表３）2009年ドイツ連邦議会政党別投票移動表（概数推定)

キリスト教民主・社会同盟（CDU・CSU）

得票総数（万) 移動票（万)・方向 移動政党
1470 ← 87 SPD

113→ FDP
4→ Linke
6→ Grune
117→ 棄権者

得失票差総数 （－）153

社会民主党（SPD)

得票総数（万) 移動票（万)・方向 移動政党
1000 87→ CDU・CSU

52→ FDP
111→ Linke
86→ Grune
213→ 棄権者

得失票差総数 （－）549

自由民主党（FDP)

得票総数（万) 移動票（万)・方向 移動政党
630 ←113 CDU・CSU

← 52 SPD
← 2 Linke
← 2 Grune
11→ 棄権者

得失票差総数 （＋）158

左翼党（Linke)

得票総数（万) 移動票（万)・方向 移動政党
510 ← 4 CDU・CSU

←111 SPD
2→ FDP

← 13 Grune
35→ 棄権者

得失票差総数 （＋)91

緑の党（Grune)

得票総数（万) 移動票（万)・方向 移動政党
460 ← 6 CDU・CSU

← 86 SPD
13→ Linke
2→ FDP
4→ 棄権者

得失票差総数 （＋)73

＊Suddeutsche Zeitung（Nr.224）（29.9.2009）（Infratest dimap fur ARDに基づ
く数値）
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照
）。Ｃ

Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
に
関
し
て
は
、
確
か
に
一
三
の
議
席
増
を
果
た
し
、
議
席
面
で
は
第
一
党
の
地
位
を
確
保
し
た
も
の
の
、
そ
の
内
実

か
ら
す
れ
ば
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
次
ぐ
敗
者
と
評
さ
れ
る
べ
き
事
態
に
あ
る
。
得
票
総
数
で
は
前
回
に
比
し
て
一
八
七
万
も
減
ら
し（
一
四
七
五

九

万
票
）、
相
対
得
票
率
で
も
三
三

八
％
、
一

四
％
減
と
な
っ
て
お
り
、
し
か
も
議
席
増
の
主
た
る
要
因
は
小
選
挙
区
部
分
で
の
過
大
な
勝

利
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
小
選
挙
区
（
二
九
九
区
）
当
選
者
数
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
二
一
九
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
六
四
、
緑
の
党
一
、
左
翼
党
一

五

と
な
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
超
過
議
席
が
な
ん
と
二
四
議
席
（
前
回
七
）
も
出
て
い
る
）。
先
の
世
論
調
査
機
関
の
得
票
移

動
分
析
で
も
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
へ
は
八
七
万
票
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
か
ら
の
移
動
票
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
の
、
逆
に
一
一
三
万
票
も
の

Ｆ
Ｄ
Ｐ
（
自
由
民
主
党
）
へ
の
流
出
票
、
さ
ら
に
そ
れ
を
上
回
る
一
一
七
万
も
の
固
定
支
持
層
（
前
回
投
票
者
）
の
「
棄
権
票
」
が
推
定

さ
れ
て
い
る
（（
表
３
）、
参
照
）。

こ
の
よ
う
に
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
に
お
い
て
は
、
大
連
合
の
二
大
与
党
に
批
判
票
の
動
き
が
集
中
し
た
と
い
う
事
実
は
決
し
て
曖
昧

に
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
選
挙
で
後
退
現
象
を
見
せ
た
の
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
と
も
に
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
と
と
も
に
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
ほ
ど
の
離
反
者
を
生
み
出
さ
な
か
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
、
こ
の
大
連
合
政
権
の

ト
ッ
プ
（
首
相
）
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
所
属
に
も
か
か
わ
ら
ず
。
い
や
む
し
ろ
〇
九
年
選
挙
の
場
合
は
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
存
在
ゆ
え
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・

Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
ほ
ど
の
「
大
敗
」
を
免
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
選
挙
直
前
の
世
論
調
査
機
関
の
「
ト
ッ
プ
政
治
家
選
好
調
査
」

結
果
が
示
し
た
よ
う
に
、
有
権
者
の
首
相
へ
の
相
対
的
な
好
感
度
の
高
さ
も
加
わ

２
）

っ
て
、
大
連
合
政
権
へ
の
不
満
・
不
信
が
よ
り
強
く
Ｓ

Ｐ
Ｄ
に
向
け
ら
れ
た
の
が
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
へ
の
厳
し
い
批
判
は
、
棄
権
者
の
激
増
と
大
量
の
他
党
支
持
転
換
者
と
い
う
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
た
。
そ
れ
と
と

も
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
支
持
政
党
転
換
の
動
き
は
左
右
両
方
面
で
生
じ
た
も
の
の
、「
赤
」（
左
翼
党
）
と
「
緑
」（
緑
の
党
）
と
い
う
左
方
向
へ
の
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転
換
が
よ
り
強
く
出
た
こ
と
は
、大
連
合
政
権
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
へ
の
批
判
が
左
派
系
支
持
層
か
ら
よ
り
多
く
表
明
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
、

見
落
と
せ
な
い
現
象
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
支
持
層
の
レ
ベ
ル
か
ら
の
、
連
邦
議
会
選
挙
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
敗
因
を
分
析
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
政
権
政
党
と
し
て

の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
政
策
的
立
場
も
同
時
に
問
わ
れ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
連
邦
議
会
選
挙
で
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
政
権
を
分
担
し
て
い
る

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
立
場
へ
の
批
判
が
強
く
現
れ
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
一
方
で
は
新
自
由
主
義
的
立
場
か
ら
の
明
確
な
決
別
を
求
め

る
立
場
、
そ
し
て
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
改
革
の
よ
り
徹
底
を
求
め
る
立
場
か
ら
、
他
方
で
は
逆
に
新
自
由
主
義
的
構
造
改
革
の
一
層
の
徹
底
を

求
め
て
、
更
に
は
資
本
主
義
体
制
へ
の
批
判
を
強
め
、
左
翼
党
と
の
協
働
の
動
き
も
見
せ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
指
導
部
へ
の
警
戒
感
か
ら
の
、
左
右

相
反
す
る
方
向
へ
の
離
反
の
強
ま
り
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
加
え
両
方
向
へ
の
批
判
・
離
反
の
動
き
を
調
整
・
緩
和
し
え
ず
、
明
確
な
社
会

改
革
策
を
提
示
・
推
進
し
え
な
い
Ｓ
Ｐ
Ｄ
指
導
部
へ
の
不
満
・
不
信
感
が
「
棄
権
票
」
の
動
き
を
強
め
た
と
も
推
定
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
極
度
の
後
退
現
象
の
原
因
を
探
り
、
今
後
の
対
応
を
展
望
す
る
た
め
に
、
さ
ら
に
〇
九
年
選
挙
か
ら
現
在
（
二
〇
一
〇
・
八
）

に
至
る
こ
の
党
の
指
導
路
線
｜

基
本
政
策
的
立
場
の
実
相
に
迫
り
た
い
。

第
二
節

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
指
導
路
線
と
政
策
基
軸
の
特
色
｜

選
挙
綱
領
の
分
析
を
中
心
に

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
連
邦
議
会
選
挙
に
向
け
た
綱
領
（『
社
会
的
そ
し
て
民
主
的
に
｜

Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
政
府
綱
領
二
〇
〇
九
〜
一
三
』）
は
〇
九
年
六

月
の
党
全
国
大
会
で
採
択
さ
れ
た
。
こ
の
選
挙
綱
領
は
、
連
邦
議
会
選
後
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
政
権
構
想
で
あ
り
、「
一
、
新
た
な
世
紀
に
向
け
て
」

「
二
、
我
々
の
政
策
」「
三
、
連
帯
的
多
数
派
を
目
指
し
て
」
の
三
章
構
成
か
ら
な
っ
て

３
）

い
た
。

選
挙
向
け
の
こ
の
訴
え
で
は
、
ま
ず
な
に
よ
り
も
目
下
の
経
済
危
機
の
原
因
を
、
無
限
定
な
市
場
経
済
と
利
潤
追
求
に
求
め
、
こ
の
危
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機
か
ら
の
脱
出
策
を
社
会
的
市
場
原
理
の
再
生
に
求
め
る
立
場
が
相
当
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。「「
こ
の
危
機
は
一
種
の
企
業
事
故

だ
。
そ
れ
を
直
し
、
今
ま
で
と
同
じ
よ
う
に
進
む
の
だ
」
と
い
う
主
張
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
誤
り
だ
。
こ
の
危
機
は
、
一
般
的
な
景
気
の

後
退
以
上
の
も
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
そ
れ
は
人
間
で
は
な
く
、
最
大
限
の
利
益
獲
得
を
中
心
に
置
い
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
結
果
だ
か
ら
だ
。

全
世
界
で
数
百
万
の
労
働
者
や
無
数
の
企
業
家
は
、
他
の
者
が
無
思
慮
な
利
益
獲
得
の
結
果
に
よ
り
残
し
た
も
の
の
後
始
末
を
せ
ね
ば
な

ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
当
面
の
政
治
課
題
は
、
こ
の
結
果
を
処
理
し
、
こ
の
危
機
の
再
来
を
防
ぐ
こ
と
で
あ
る
。
市
場
ラ
ジ
カ

リ
ズ
ム
は
挫
折
し
た
の
だ
。
我
々
は
転
換
期
に

４
）

い
る
」。

そ
し
て
こ
の
経
済
危
機
を
克
服
し
、「
雇
用
の
確
保
」
や
「
負
担
の
公
正
化
」
な
ど
当
面
の
国
民
生
活
に
安
全
と
公
正
を
も
た
ら
す
具
体

的
施
策
の
た
め
の
諸
原
則
を
示
す
と
と
も
に
、
新
た
な
社
会
的
市
場
経
済
形
成
に
向
け
て
歩
み
だ
す
こ
と
を
強
調
し
た
。「
二
一
世
紀
へ
踏

み
出
し
た
資
本
主
義
へ
の
回
答
は
、
こ
の
危
機
の
克
服
を
越
え
て
進
み
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
社
会
的
市
場
経
済
へ
の
新
た
な

ス
タ
ー
ト
を
求
め
た
い
」。
そ
し
て
こ
の
「
新
た
な
社
会
的
市
場
経
済
」
を
支
え
る
原
則
と
し
て
「
市
場
は
、
強
く
て
連
帯
的
な
社
会
に
根

ざ
す
」
こ
と
、「
所
得
や
財
産
の
公
正
な
配
分
が
な
さ
れ
る
」
こ
と
、「
投
機
に
替
わ
り
投
資
の
原
則
が
目
指
さ
れ
る
」
こ
と
、「
長
期
性
と

持
続
性
へ
の
社
会
的
構
え
が
強
め
ら
れ
る
」こ
と
、「
連
帯
的
な
社
会
保
険
や
無
償
の
教
育
シ
ス
テ
ム
、
最
低
賃
金
制
の
実
現
に
よ
る
社
会

的
な
市
民
保
障
」
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
更
に
社
会
的
市
場
経
済
の
原
則
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
そ
し
て
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
領
域
で
も
適

用
さ
れ
る
こ
と
を
も
打
ち
出
し
て

５
）

い
る
。

そ
し
て
今
後
一
〇
年
の
社
会
民
主
党
主
導
政
権
の
重
点
目
標
と
し
て
次
の
八
項
目
が
掲
げ
ら
れ
た
。

一
、
す
べ
て
の
者
が
労
働
し
、
公
正
に
賃
金
の
支
払
い
を
受
け
る
べ
き
だ
。

二
、
す
べ
て
の
若
者
達
が
学
業
、
専
門
的
な
訓
練
課
程
を
き
ち
ん
と
終
え
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
我
々
は
気
候
変
動
に
対
す
る
目
標
を
達
成
し
た
い
し
、
わ
が
国
の
イ
ン
フ
ラ
、
建
造
物
、
資
本
財
の
包
括
的
な
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
現
代
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化
を
進
め
た
い
。

四
、
我
々
は
家
族
を
強
め
た
い
。
そ
れ
ら
は
我
々
の
社
会
体
制
で
最
も
重
要
な
単
位
で
あ
る
。

五
、
我
々
は
男
女
の
同
等
化
を
我
々
の
体
制
の
す
べ
て
の
領
域
で
一
層
進
展
さ
せ
た
い
。

六
、
統
合
は
我
々
の
将
来
を
強
化
す
る
た
め
の
中
心
課
題
で
あ
る
。
そ
の
成
否
は
、
諸
都
市
や
基
礎
自
治
体
（
ゲ
マ
イ
ン
デ
）
で
は
決
定

的
に
重
要
で
あ
る
。
特
に
子
供
や
若
者
達
を
我
々
は
豊
か
に
し
た
い
、
い
や
そ
う
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

七
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
た
だ
経
済
的
に
強
い
だ
け
で
は
な
く
、
明
確
に
社
会
的
な
秩
序
を
形
成
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

八
、
我
々
は
社
会
的
な
市
場
経
済
の
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
求
め

６
）

た
い
。

そ
し
て
こ
の
目
標
達
成
の
た
め
に
、「
連
帯
的
な
多
数
派
形
成
を
」と
い
う
基
本
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
選
挙
後
の
強
力
な
Ｓ
Ｐ
Ｄ
主
導
政

権
の
樹
立
を
訴
え
た
。
そ
こ
で
は
「
古
き
も
の
へ
の
逆
行
」
で
あ
る
黒
（
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
）・
黄
（
Ｆ
Ｄ
Ｐ
）
連
立
政
権
の
再
現
を
阻
止

し
、
赤
（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
と
緑
の
連
立
政
権
の
再
現
が
最
善
の
選
択
で
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。「
連
立
政
権
で
我
々
は
自
ら
の
社
会
民
主
主

義
的
内
容
を
実
現
し
た
い
。
こ
の
こ
と
は
緑
の
党
と
の
政
権
連
合
で
最
も
よ
く
達
成
で
き
よ
う
。
三
党
連
合
が
避
け
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、

Ｆ
Ｄ
Ｐ
を
含
め
た
赤
・
緑
・
黄
（
信
号
色
）
連
合
が
未
解
決
課
題
｜

雇
用
創
出
、
社
会
的
な
安
心
保
障
、
社
会
構
造
的
な
改
革
の
促
進

｜

に
う
ま
く
取
り
組
む
た
め
に
は
適
当
と
考

７
）

え
る
」。

他
方
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
連
立
、
い
わ
ゆ
る
「
大
連
合
」
に
つ
い
て
は
、「
例
外
的
事
態
で
の
民
主
政
冶
に
お
け
る
も
の
で
あ

る
し
、
そ
れ
に
と
ど
め
る
べ
き
で
あ
る
」
と
し
、
選
挙
後
の
大
連
合
の
継
続
を
第
一
義
的
に
は
求
め
て
い
な
い
。
し
か
し
「
他
の
連
立
配

置
が
不
可
能
で
あ
り
、
統
治
不
能
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
我
々
社
会
民
主
主
義
者
は
自
ら
の
責
任
を
自
覚
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
行
動
し
た

い
」
と
し
て
消
極
的
と
は
い
え
な
お
大
連
合
継
続
選
択
の
可
能
性
を
も
否
定
し
て
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
左
翼
党
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、「
左
翼
党
と
の
連
立
を
我
々
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
国
政
レ
ベ
ル
で
は
、
次
の
全
会
期
を
通
し
て
選
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択
し
な
い
」
と
明
言
し
、
更
に
「
左
翼
党
に
よ
っ
て
閣
外
協
力
さ
れ
る
少
数
派
政
権
も
ま
た
求
め
な
い
」
と
も
宣
言
し
、
国
政
レ
ベ
ル
に

限
定
し
て
は
い
る
も
の
の
、
政
権
を
巡
っ
て
の
当
面
の
「
赤
・
赤
・
緑
」
協
力
の
可
能
性
を
公
式
に
閉
ざ
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
理
由

と
し
て
は
、「
我
々
の
国
は
、
目
下
の
困
難
な
時
期
に
は
安
定
と
経
験
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、
左
翼
党
は
こ
の
両
要
素
を
担
保
し
え
な
い
」

と
し
て

８
）

い
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
選
挙
戦
で
の
政
策
基
軸
と
し
て
、
利
益
追
求
社
会
と
し
て
の
現
状
へ
の
厳
し
い
批
判
と
社
会
的
市
場
経
済
の
再

生
を
強
く
打
ち
出
し
た
も
の
の
、
選
挙
戦
の
渦
中
に
あ
っ
て
は
離
反
者
を
引
き
と
め
、
新
た
な
支
持
者
を
生
み
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
へ
の
基
本
政
策
的
立
場
に
対
し
、
他
党
と
り
わ
け
政
策
面
で
も
支
持
層
面
で
も
交
錯
・
近

接
面
が
広
い
と
推
定
さ
れ
る
緑
の
党
と
左
翼
党
の
こ
の
選
挙
戦
で
の
政
策
的
・
戦
術
的
立
場
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
本

節
で
検
討
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
『
政
権
綱
領
』
と
同
位
置
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
両
党
の
『
選
挙
綱
領
』
に
依
拠
し
て
検
討
し
た
い
。

第
三
節

緑
の
党
の
政
策
的
・
戦
術
的
立
場
と
そ
の
特
色

緑
の
党
は
、「
緑
の
新
社
会
契
約
｜

気
候
（K

lim
a

）・
労
働
・
公
正
・
自
由
」
と
い
う
表
題
の
、
連
邦
議
会
選
挙
に
向
け
た
一
四
章
か

ら
な
る
『
選
挙
綱
領
』
を
〇
九
年
五
月
の
全
国
代
議
員
会
に
お
い
て
満
場
一
致
で
採
択
し
て

９
）

い
る
。
そ
の
内
容
的
特
色
は
、
そ
の
表
題
か

ら
も
推
定
さ
れ
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
そ
し
て
左
翼
党
と
の
大
幅
な
政
策
的
共
通
性
を
有
す
る
と
同
時
に
、
認
識
視
点
、
政
策
的
強
調
点
に

お
い
て
こ
れ
ら
の
政
党
と
の
質
的
と
も
評
し
え
る
ほ
ど
の
差
異
を
含
み
こ
ん
で
い
た
。

こ
の
選
挙
綱
領
の
主
眼
は
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
国
民
へ
の
公
約
｜
「
新
社
会
契
約
」の
提
示
で
あ
る
。
彼
等
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
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時
代
は
国
民
に
危
機
感
を
強
め
つ
つ
、
大
き
く
変
容
し
よ
う
と
し
て
い
る
時
期
、「
我
々
が
今
ま
で
の
や
り
方
で
や
っ
て
ゆ
け
な
い
」大
転

換
期
に
あ
る
と
さ
れ
、
こ
の
困
難
を
越
え
る
政
治
路
線
の
国
民
へ
の
提
示
こ
そ
「
緑
の
新
社
会
契
約
」
で
あ
っ
た
。「
我
々
は
こ
の
綱
領
に

よ
っ
て
、
あ
な
た
方
に
こ
の
困
難
な
時
代
に
別
の
政
治
に
向
け
た
要
請
を
し
た
い
。
我
々
の
理
念
を
信
頼
し
て
も
ら
い
た
い
。
今
や
ど
う

に
か
や
っ
て
ゆ
く
こ
と
も
盲
目
的
な
行
動
様
式
も
助
け
に
は
な
ら
な
い
。
我
々
が
必
要
と
す
る
も
の
は
、
我
々
が
大
き
な
社
会
的
・
経
済

的
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
問
題
を
い
か
に
解
決
し
よ
う
と
す
る
か
に
つ
い
て
の
新
た
な
了
解
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
は
あ
な
た
方
に
「
緑
の

新
社
会
契
約
」
を
提
示
し

10
）

た
い
」。

そ
し
て
自
ら
の
新
た
な
政
策
基
軸
を
四
領
域
に
分
け
、
目
下
の
社
会
的
課
題
と
結
合
さ
せ
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。「
気
候
条
件
を
破

壊
す
る
代
わ
り
に
、
そ
れ
を
保
護
す
る
世
界
を
打
ち
立
て
る
こ
と
が
我
々
に
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
我
々
の
社
会
を
よ
り
公
正
に
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
が
参
加
へ
の
機
会
を
持
つ
こ
と
を
妨
げ
て
い
る
壁
を
取
り
除
く
こ
と
も
我
々
の
責
務
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
社
会
で
の
市
民

権
を
強
化
し
、
そ
れ
ら
を
こ
れ
以
上
切
り
下
げ
な
い
こ
と
も
我
々
の
責
務
だ
。
そ
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
飢
え
、
貧
困
を
克
服
す
る
新
た
な

公
正
な
国
際
秩
序
の
た
め
の
土
台
を
設
定
す
る
こ
と
も
。
行
動
の
時
は

11
）

今
だ
」。

そ
し
て
こ
の
四
つ
の
領
域
の
政
策
基
軸
を
支
え
る
価
値
的
基
盤＝

基
本
価
値
を
、「
我
々
の
座
標
軸
」と
し
て
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
提

示
し
、
相
互
の
関
連
性
と
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
明
確
に
示
し
た
。「「
緑
の
新
社
会
契
約
」
に
お
い
て
は
、
気
候
、
公
正
、
自
由
が
相
互
に

結
び
付
け
ら
れ
て
い
る
。
他
の
党
で
は
、
こ
れ
ら
を
相
互
に
反
目
さ
せ
て
い
る
。
我
々
は
こ
う
主
張
す
る
｜

こ
の
三
つ
の
価
値
は
す
べ

て
支
え
あ
う
、
そ
し
て
こ
の
三
つ
が
う
ま
く
結
び
合
っ
て
い
る
時
だ
け
、
平
和
や
発
展
が
我
々
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
世
界
で
可
能
で

12
）

あ
る
」。「
積
極
的
な
気
候
政
策
は
公
正
と
自
由
を
創
り
出
す
。
気
候
へ
の
投
資
は
雇
用
と
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
。
そ
し

て
活
発
な
温
暖
化
抑
制
策
は
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
も
数
十
万
の
雇
用
の
場
を
生
み
出
す
。
し
か
し
気
候
変
動
の
進
行
は
経
済
危
機
を
も
た
ら

し
、
雇
用
の
場
を
否
定
す
る
」、「
公
正
は
、
す
べ
て
の
人
に
自
由
を
生
み
出
す
。
教
育
、
労
働
、
健
康
、
所
得
へ
の
介
入
の
政
策
な
し
に
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は
、
自
由
は
多
く
の
者
に
と
っ
て
空
虚
な
約
束
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
ゆ
え
我
々
は
社
会
的
な
遮
断
が
取
り
除
か
れ
、
誰
も
排
除
さ
れ

な
い
浸
透
性
の
あ
る
社
会
を
求

13
）

め
る
」。

「
公
正
は
自
由
を
必
要
と
す
る
。
我
々
は
す
べ
て
の
人
が
自
由
と
自
律
の
中
で
生
き
て
ゆ
け
る
こ
と
を
求
め
る
。
自
由
は
少
数
者
と
強
者

の
自
由
で
は
な
く
、
ま
た
解
き
放
た
れ
た
市
場
で
で
き
る
限
り
の
高
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
我
々
は
主
張
す

る
。
自
由
は
解
放
を
、
そ
し
て
平
等
権
を
求
め
る
。
そ
し
て
自
由
は
す
べ
て
の
者
に
適
用
さ
れ
る
こ

14
）

と
を
」。

そ
し
て
「
行
動
の
時
は
今
だ

」、
す
な
わ
ち
こ
の
「
緑
の
新
社
会
契
約
」
を
実
現
す
る
た
め
に
緑
の
党
が
再
び
政
権
を
担
う
時
期
が
来

た
と
訴
え
る
の
で
あ
っ
た
。「
大
連
合
は
多
く
の
人
々
を
失
望
さ
せ
た
。
大
き
な
危
機
｜

大
連
合
？
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
体
ど
ん
な
誤
り

が
な
さ
れ
た
の
か
。
新
世
紀
の
始
ま
り
の
中
で
の
静
止
と
相
互
の
麻
痺
状
態
。
そ
し
て
な
お
大
連
合
が
主
導
し
続
け
る
な
ら
ば
、
誤
っ
た

方
向
に
行
く
か
怠
惰
な
妥
協
を
繰
り
返
す
だ
け
で
あ
ろ
う
」「
今
こ
そ
交
代
の
時
だ
。
そ
の
た
め
に
九
〇
年
連
合
・
緑
の
党
が
再
び
政
権
担

当
責
任
を
引
き
受
け
る
時
が

15
）

来
た
」。

こ
う
し
た
緑
の
党
の
政
権
担
当
へ
の
強
い
意
思
表
明
は
、
も
ち
ろ
ん
過
去
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
の
連
立
政
権
期
の
自
ら
成
果
へ
の
自
信
に
裏
打

ち
さ
れ
て
い
た
。「
七
年
も
の
間
、
我
々
は
こ
の
国
を
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
と
も
に
統
治
し
て
き
た
。
そ
の
間
、
緑
の
党
の
政
策
は
諸
成
果
を
も
た
ら

し
た
。
原
子
力
発
電
か
ら
の
撤
退
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
税
制
改
革
、
消
費
者
保
護
、
新
た
な
農
業
政
策
、

公
民
権
の
分
野
に
お
け
る
新
た
な
試
み
、
児
童
へ
の
配
慮
、
公
認
さ
れ
た
パ
ー
ト
ナ
ー
制
、
対
暴
力
保
護
法
、
際
立
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・

外
交
政
策
な
ど
。
そ
し
て
緑
の
党
の
成
果
は
今
も
な
お
見
ら
れ
よ
う
。
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｓ
Ｐ
Ｄ
自
体
が
エ
コ
ロ
ジ
ー
税
を
廃
止
す
る

の
で
は
な
く
、
再
生
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
我
々
の
促
進
綱
領
の
財
源
を
ふ
や
し
て
い
る
。
そ
し
て
二
〇
〇
五
年
に
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
法
を
廃
止
し
よ
う
と
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
は
今
や
そ
の
実
施
の
た
め
に
動
い
て

16
）

い
る
」。

そ
し
て
「
緑
の
党
が
そ
こ
に
あ
る
時
だ
け
、
緑
の
政
策
が
取
り
込
ま
れ
る
。
緑
の
党
が
統
治
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
の
み
、
緑
の
政
策
が
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現
実
と
な
る
」
と
し
て
、
自
ら
の
政
権
へ
の
強
い
意
志
を
表
明
し
て

17
）

い
た
。

し
か
し
そ
の
政
権
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
関
し
て
は
明
確
に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
も
同
時
に
注
目
さ
れ
る
。
緑
の
党
に
と
っ
て
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と

の
連
立
の
復
活
が
自
明
の
選
択
肢
と
は
断
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
節

左
翼
党
の
政
策
基
軸
と
戦
術
的
特
色

左
翼
党
は
〇
九
年
六
月
、
連
邦
議
会
選
挙
に
向
け
た
党
全
国
大
会
で『
徹
底
し
て
社
会
的
な
る
も
の
を
、
民
主
主
義
と
平
和
の
た
め
に
』

と
い
う
六
章
か
ら
な
る
選
挙
綱
領
を
採
択

18
）

し
た
。

左
翼
党
の
主
張
の
基
軸
は
、
資
本
主
義
体
制
と
新
自
由
主
義
路
線
に
起
因
す
る
国
民
生
活
の
悪
化
と
国
民
の
中
で
の
不
安
の
広
ま
る
現

状
へ
の
批
判
、
体
制
変
革
を
目
指
し
た
社
会
的
な
政
策
実
現
の
た
め
の
自
党
へ
の
支
持
の
訴
え
で
あ
っ
た
。

こ
の
綱
領
で
は
ま
ず
国
民
に
と
っ
て
厳
し
い
現
状
に
つ
い
て
明
確
に
指
摘
す
る
。「
九
・
二
七
の
連
邦
議
会
選
挙
で
投
票
す
る
多
く
の
国

民
は
不
安
と
重
苦
し
い
気
分
で
そ
れ
を
な
す
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
未
来
を
案
じ
、
自
ら
の
仕
事
、
自
ら
の
収
入
、
再
教
育
の
場
、
年
金
に

不
安
を
持
っ
て
い
る
。
彼
等
の
多
く
は
新
自
由
主
義
的
政
策
や
資
本
主
義
体
制
に
怒
り
、
失
望
し
て
い
る
。
彼
ら
は
雇
用
の
場
、
賃
金
、

社
会
的
諸
給
付
を
守
り
抜
く
た
め
の
防
御
幕
を
必
要
と
し
て

19
）

い
る
」。「
現
代
の
危
機
は
景
気
面
の
危
機
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
過
去
十
数

年
の
限
り
な
い
利
潤
追
求
の
背
後
で
高
ま
っ
て
い
た
多
く
の
も
の
が
一
斉
に
や
っ
て
き
た
の
だ
。
金
融
市
場
の
中
核
部
の
麻
痺
と
深
い
グ

ロ
ー
バ
ル
な
不
景
気
、
進
行
す
る
環
境
破
壊
、
気
候
変
動
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
、
更
に
は
拡
大
す
る
社
会
的
分
極
化
。
危
機
は
数
ヶ
月
で

収
ま
ら
な
い
。
決
定
的
な
問
題
は
も
は
や
公
的
手
段
が
関
与
す
べ
き
か
ど
う
か
で
は
な
く
、
誰
の
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
目
標
で
、
誰
の

負
担
で
そ
れ
が
な
さ
れ
る
か
で

20
）

あ
る
」。「
ド
イ
ツ
に
お
け
る
深
い
社
会
的
亀
裂
は
運
命
で
は
な
く
、
政
治
の
結
果
で
あ
る
｜

緑
の
党
、
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自
由
民
主
党
、
社
会
民
主
党
、
保
守
派
の
そ
れ
に
よ
る
の
だ
。
彼
ら
は
す
べ
て
を
可
能
に
す
る
法
律
を
定
め
た
。
そ
し
て
彼
ら
は
「
あ
な

た
方
を
助
け
る
た
め
に
そ
れ
を
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
」
と
主
張
し
た
｜

人
々
の
労
賃
を
一
旦
安
く
し
、
企
業
家
や
富
裕
な
人
々

の
税
額
も
一
旦
低
く
す
る
、
そ
う
す
れ
ば
成
長
と
雇
用
は
十
分
に
な
る
と
説
明
し
つ
つ
。
し
か
し
こ
の
大
約
束
は
大
き
な
欺
瞞
と
化
し
て

し
ま

21
）

っ
た
」。

そ
し
て
こ
の
現
状
を
越
え
る
た
め
の
明
確
な
選
択
を
国
民
に
訴
え
る
。「
我
々
は
明
確
な
選
択
の
前
に
あ
る
。
な
お
利
回
り
志
向
の
社
会

モ
デ
ル
を
押
し
通
し
、
そ
れ
ゆ
え
市
場
急
進
主
義
が
残
し
て
い
っ
た
瓦
礫
の
山
を
処
理
し
よ
う
と
、
そ
の
ツ
ケ
を
国
民
の
大
多
数
に
払
わ

せ
続
け
る
の
か
。
そ
れ
と
も
人
々
の
必
要
性
を
中
心
に
置
き
、
別
の
社
会
へ
進
む
こ
と
を
選
び
取
る
の
か
、
本
当
の
選
択
の
時
に

22
）

あ
る
」。

「
左
翼
党
は
新
た
な
始
ま
り
を
求
め
て
い
る
。
被
雇
用
者
と
社
会
の
大
多
数
の
者
の
諸
利
益
は
、
別
の
経
済
秩
序
に
お
い
て
、
資
本
主
義
を

段
階
的
に
克
服
し
、
経
済
の
中
心
領
域
で
公
的
、
全
構
成
員
的
所
有
を
確
立
し
、
生
産
と
配
分
の
市
場
操
作
を
、
民
主
的
機
構
の
社
会
的

政
治
的
責
任
で
包
み
込
む
経
済
的
秩
序
に
お
い
て
、
原
則
的
に
よ
り
よ
く
取
り
込
ま
れ
る
の
だ
。
こ
の
目
標
は
、
数
百
万
の
国
民
が
様
々

な
企
業
、
役
所
、
そ
し
て
デ
モ
や
大
衆
的
抵
抗
、
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、
そ
の
た
め
に
取
り
組
む
こ
と
で
達
成
で
き
る
の
だ
。
左
翼
党
は
ド
イ

ツ
に
お
け
る
社
会
的
な
進
歩
の
た
め
の
連
合
を
求

23
）

め
る
」。

資
本
主
義
体
制
論
に
基
づ
い
た
厳
し
い
現
状
批
判
と
、
生
産
か
ら
分
配
ま
で
の
公
的
関
与
を
核
と
し
た
体
制
改
革
論
と
い
う
左
翼
党
の

政
策
基
軸
の
骨
格
は
明
確
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
左
翼
党
は
広
範
な
国
民
の
連
合
、「
社
会
的
な
進
歩
の
た
め
の
連
合
」を
求
め
た
。
し

か
し
Ｓ
Ｐ
Ｄ
や
緑
の
党
を
含
み
既
成
の
政
治
的
諸
党
派
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
批
判
と
拒
否
的
構
え
を
示
し
こ
そ
す
れ
、
政
党
連
合
の
可

能
性
へ
の
具
体
的
な
言
及
は
な
い
。
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第
五
節

政
策
基
軸
と
政
党
戦
術
か
ら
見
た
「
左
派
連
合
」
の
可
能
性

｜
「
赤
・
赤
・
緑
」
連
合
の
可
能
性
は
あ
る
の
か

第
一
節
〜
四
節
ま
で
に
お
い
て
、
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
の
有
権
者
の
投
票
動
向
と
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
三
党
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス

の
特
色
を
検
討
し
て
き
た
。
今
後
、
果
た
し
て
こ
の
三
党
が
相
互
の
協
働
関
係
を
強
め
る
か
た
ち
で
、
現
実
の
ド
イ
ツ
政
治
に
影
響
力
を

与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
党
の
政
治
的
ス
タ
ン
ス
、
す
な
わ
ち
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
緑
の
党
、
左
翼
党
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
基
軸
と
政
治
戦
略
を
こ
こ
で
改
め
て
比
較
し
て

み
よ
う
。
政
策
基
軸
確
立
の
前
提
で
あ
る
現
状
認
識
に
関
し
て
は
、
ド
イ
ツ
国
民
が
置
か
れ
た
現
状
を
極
め
て
厳
し
く
危
機
的
な
も
の
と

捉
え
る
こ
と
に
は
差
異
は
な
か
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
原
因
と
解
決
の
方
向
性
に
つ
い
て
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
左
翼
党
は
、「
こ
の
危
機
は
、
一
般
的
な
景
気
の
後
退
以
上
の
も
の
で
、

最
大
限
の
利
益
獲
得
を
中
心
に
置
い
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
結
果
」（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）、「
現
代
の
危
機
は
景
気
面
の
危
機
以
上
の
も
の
で
、
過
去
十

数
年
の
限
り
な
い
利
潤
追
求
の
背
後
で
高
ま
っ
て
い
た
多
く
の
も
の
が
一
斉
に
や
っ
て
き
た
」（
左
翼
党
）と
、
根
の
深
い
社
会
構
造
的
危

機
と
し
て
捉
え
た
。

さ
ら
に
そ
の
解
決
の
基
本
策
と
し
て
、「
社
会
的
市
場
経
済
の
再
生
」（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）、「
民
主
的
社
会
主
義
の
推
進
」（
左
翼
党
）と
い
っ
た

理
念
的
原
則
に
依
拠
し
た
諸
政
策
を
提
示
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
「
連
帯
的
多
数
派
」（
Ｓ
Ｐ
Ｄ
）、「
社
会
的
な
進
歩
の
た
め
の
連
合
」

（
左
翼
党
）
の
形
成
を
目
指
す
こ
と
を
訴
え
た
。

こ
れ
に
対
し
、
緑
の
党
の
危
機
原
因
論
も
そ
の
克
服
策
の
方
向
性
も
、
総
体
的
に
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
左
翼
党
の
そ
れ
と
対
立
す
る
も
の
で
は

な
い
が
、
そ
の
基
本
視
点
と
強
調
点
に
お
い
て
は
そ
の
独
自
性
が
か
な
り
鮮
明
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
よ
り
具
体
的
に
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示
せ
ば
、
現
代
の
危
機
的
現
象
に
つ
い
て
は
環
境
・
気
候
条
件
の
悪
化
と
い
っ
た
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
側
面
が
特
に
重
視
さ
れ
る
と
と
も
に
、

こ
の
事
態
を
も
た
ら
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、「
目
下
の
危
機
は
、
短
期
的
な
利
益
へ
の
関
心
を
す
べ
て
に
優
先
さ
せ
た
思
考
様
式
の
現
れ

で
あ
り
、
多
く
の
社
会
領
域
に
お
い
て
我
々
が
自
ら
の
産
出
能
力
が
本
来
許
容
す
る
関
係
を
越
え
て
暮
ら
し
、
消
費
し
て
し
ま

24
）

っ
た
」
と

い
っ
た
、
個
々
の
国
民
の
生
活
態
度
・
意
識
自
体
を
問
い
直
す
視
点
も
強
調
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
改
革
の
基
本
的
方
策
と
し
て
、「
社
会

的
で
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
内
容
」
の
綱
領
が
「
緑
の
新
社
会
契
約
」
と
し
て
国
民
の
前
に
提
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
こ
う
し
た
現
状
認
識
と
政
策
基
軸
の
特
徴
点
の
差
異
が
、
三
党
間
の
、
場
合
に
よ
っ
て
は
「
赤
・
赤
・
緑
」
と
い
う
形
態
で
の

政
権
構
想
を
含
む
当
面
の
協
働
関
係
の
促
進
の
障
害
に
直
結
す
る
と
は
思
え
な
い
。
む
し
ろ
選
挙
綱
領
レ
ベ
ル
で
の
政
党
間
協
力
に
関
す

る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
緑
の
党
、
左
翼
党
そ
れ
ぞ
れ
の
見
解
の
相
違
の
方
が
気
懸
か
り
な
要
因
で
あ
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
は
自
ら
の
選
挙
綱
領
に
お
い
て
は
、
連
邦
議
会
選
挙
戦
後
の
政
党
間
協
力
に
つ
い
て
、
緑
の
党
と
の
連
立
政
権
を
最
善
の
策
と

し
て
明
確
に
打
ち
出
す
一
方
、
左
翼
党
と
は
「
閣
外
協
力
」
を
含
め
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
当
面
の
協
働
を
拒
否
し
た
。
緑
の
党
は
、
過
去

の
「
赤
と
緑
」
の
政
権
で
の
成
果
を
強
調
し
つ
つ
、「
緑
の
政
策
」
実
現
の
た
め
の
「
政
権
分
担
」
の
必
要
性
を
は
っ
き
り
打
ち
出
し
た
も

の
の
、
そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
言
及
し
て
い
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
左
翼
党
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
、
緑
の
党
を
含
め
今
ま
で
国
政
に
関
与
し
た
す
べ
て
の
政
党
を
、
新
自
由
主
義
的
政
治
に
加
担
し

た
政
治
勢
力
と
し
て
一
ま
と
め
に
批
判
し
、「
社
会
的
な
進
歩
の
た
め
の
連
合
」の
推
進
を
呼
び
か
け
つ
つ
も
、
当
面
の
政
党
間
協
力
に
つ

い
て
は
具
体
的
な
形
で
は
言
及
し
て
い
な
い
。

「
左
派
グ
ル
ー
プ
」と
し
て
一
括
さ
れ
る
三
党
で
は
あ
る
が
、
各
党
の
政
党
的
基
本
視
座
の
近
似
性
と
現
実
の
政
党
間
協
力
関
係
の
あ
り

方
に
は
「
ず
れ
現
象
」
と
も
評
し
う
る
ほ
ど
の
差
異
が
生
じ
て
お
り
、
こ
の
差
異
が
、
連
邦
議
会
選
挙
後
の
、
州
レ
ベ
ル
を
も
含
ん
だ
ド

イ
ツ
政
党
政
治
の
動
向
と
重
ね
合
わ
せ
た
時
、
極
め
て
複
雑
な
事
態
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
。
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目
下
（
二
〇
一
〇
年
八
月
現
在
）
の
州
レ
ベ
ル
で
の
政
党
間
の
政
権
を
巡
る
協
働
関
係
は
、
こ
の
三
党
間
に
限
っ
て
も
実
に
多
様
で
あ

る
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
単
独
政
権
（
ラ
イ
ン
ラ
ン
ト
・
プ
フ
ァ
ル
ツ
）
か
ら
、「
赤
と
緑
」
の
連
立
（
ブ
レ
ー
メ
ン
）、
左
翼
党
の
消
極
的
閣
外
協
力

に
よ
る
「
赤
と
緑
」
の
少
数
派
政
権
（
最
大
州
の
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
）
以
外
に
、「
赤
・
赤
」
連
立
政
権
（
ベ
ル
リ

ン
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
）、
そ
し
て
緑
の
党
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
も
し
く
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
と
の
連
立（
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ド
）か
ら
、

大
連
合
（
メ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
・
フ
ォ
ア
ポ
ン
メ
ル
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
、
ザ
ク
セ
ン
・
ア
ン
ハ
ル
ト
）
ま
で
、
ま
さ
に
「
何
で
も
あ
り
」

の
事
態
｜

も
ち
ろ
ん
こ
れ
ら
は
選
挙
綱
領
で
の
三
党
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
か
ら
予
測
可
能
な
組
み
合
わ
せ
の
範
囲
内
で
は
あ
る
が
。

他
方
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
「
黒
・
黄
」
政
権
と
そ
の
両
党
へ
の
国
民
の
支
持
が
急
速
に
低
下
し
つ
づ
け
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
の
継
続
を
前

提
と
す
れ
ば
、
次
回
連
邦
議
会
選
挙
後
の
民
主
党
主
導
政
権
復
活
の
可
能
性
も
高
く
、「
左
派
グ
ル
ー
プ
」間
の
政
策
協
力
の
あ
り
方
が
ド

イ
ツ
政
治
の
帰
趨
を
決
定
づ
け
る
主
要
因
と
し
て
一
段
と
重
要
性
を
帯
び
て
き
て

25
）

い
る
。

果
た
し
て
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
三
党
の
連
合
政
権
｜
「
赤
・
赤
・
緑
」
政
権
を
展
望
で
き
る
ほ
ど
に
三
党
の
協
働
関

係
が
今
後
進
行
し
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
判
断
の
た
め
に
は
何
よ
り
も
三
党
間
の
支
持
層
レ
ベ
ル
で
の
相
互
移
動
性
と
、
党
指
導
部

間
の
協
力
可
能
性
の
両
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

支
持
層
レ
ベ
ル
の
動
向
に
関
し
て
は
、
近
時
の
世
論
調
査
（
例
え
ばS

onntagsfrage

（Infratest dim
ap

）
一
〇
・
八
・
二
〇
）
で

判
断
す
る
限
り
、
左
派
グ
ル
ー
プ
三
党
の
支
持
層
に
つ
い
て
は
全
体
と
し
て
そ
の
伸
張
ぶ
り
は
め
ざ
ま
し
く
（
連
邦
議
会
選
挙
直
後
の
調

査
（
〇
九
・
一
〇
・
八
）
に
比
し
て
一
〇
％
増
（
四
七
％
↓
五
七
％
））、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
支
持
率
は
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
の
そ
れ
に
ほ
ぼ
並
び
（
三

一
％
）、「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
三
党
合
せ
て
過
半
数
を
大
き
く
超
え
て
い
る
（
緑
の
党
一
六
％
（
六
％
増
）、
左
翼
党
一
〇
％
（
三
％
減
）、

合
計
五
七
％
）。
逆
に
現
与
党
の
Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
後
退
は
顕
著
で
、
両
者
で
四
〇
％
を
大
き
く
下
回
り（
四
八
％
↓
三
六
％
）、

特
に
〇
九
年
連
邦
議
会
選
挙
で
著
し
く
躍
進
し
た
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
支
持
率
は
三
分
の
一
程
度
に
ま
で
低
下
し
て
い
る
（
一
四
％
↓

26
）

五
％
）。
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問
題
は
こ
の
支
持
率
変
動
で
の
有
権
者
の
移
動
関
係
で
あ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
巡
る
支
持
者
の
移
動
関
係
は
と
り
わ
け
多
面
的
で
確
定
が
難

し
い
が
、
目
下
の
政
党
間
支
持
率
の
増
減
傾
向
と
現
政
権
へ
の
批
判
の
強
ま
り
を
考
え
れ
ば
、
近
時
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
支
持
率
の
拡
大
は
与
党

二
党
か
ら
の
流
入
が
主
体
と
推
定
さ
れ
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
次
い
で
伸
び
の
著
し
い
緑
の
党
に
関
し
て
は
、
Ｆ
Ｄ
Ｐ
か
ら
の
流
入
が
大
き
い
と
推

定
さ
れ
る
。
他
方
、
野
党
下
に
あ
る
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
三
党
間
で
大
量
の
支
持
政
党
移
動
に
つ
い
て
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
そ
の
要
因
は

見
出
せ
な
い
も
の
の
、
野
党
色
を
強
め
た
Ｓ
Ｐ
Ｄ
へ
の
左
翼
党
か
ら
の
少
な
か
ら
ぬ
再
移
動
現
象
が
読
み
取

27
）

れ
る
。

左
翼
党
（
三
％
減
）

Ｓ
Ｐ
Ｄ
（
八
％
増
）

Ｃ
Ｄ
Ｕ
・
Ｃ
Ｓ
Ｕ
（
三
％
減
）

緑
の
党
（
五
％
増
）

Ｆ
Ｄ
Ｐ
（
九
％
減
）（
※
矢
印
は
支
持
移
動
の
主
方
向
）

今
後
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
三
党
の
協
働
関
係
が
強
ま
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
支
持
層
の
動
向
と
と
も
に
三
党
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
基

軸
と
戦
術
的
立
場
の
変
動
可
能
性
も
重
要
因
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
点
に
関
わ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
党
に
課
せ
ら
れ
た
問
題
点
が
改
め
て
問

わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
ず
左
翼
党
に
関
し
て
は
、
政
策
基
軸
の
立
脚
点
と
も
い
え
る
マ
ル
ク
ス
主
義
的
立
場
か
ら
の
現
体
制
へ
の
資
本
主
義
批
判
姿
勢
の
強

さ
で
あ
る
。
こ
の
原
則
論
的
立
場
が
、
政
党
的
未
熟
さ
、
政
権
党
と
し
て
の
経
験
の
な
さ
と
相
ま
っ
て
、
現
実
政
治
で
の
自
ら
の
政
策
的
・

戦
術
的
柔
軟
性
を
大
き
く
損
な
い
、
選
択
幅
を
限
定
す
る
こ
と
に
な
る
可
能
性
が

28
）

あ
る
。

緑
の
党
に
関
し
て
の
懸
念
材
料
は
、
こ
の
党
の
魅
力
と
も
な
っ
て
い
る
基
本
的
立
脚
点
と
し
て
の
個
人
主
義
｜
「
自
立
し
た
個
」の
重

視
の
立
場
と
政
策
基
軸
に
お
け
る
「
エ
コ
ロ
ジ
ー
的
価
値
」
の
重
視
が
、
階
級
・
階
層
論
と
結
合
し
連
帯
的
価
値
と
物
質
的
豊
か
さ
を
よ

り
重
視
す
る
左
翼
党
や
Ｓ
Ｐ
Ｄ
多
数
派
の
基
本
的
立
場
と
継
続
的
に
結
合
し
え
る
で
あ
ろ
う
か
で

29
）

あ
る
。
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Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
関
し
て
は
、「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
の
要
と
し
て
よ
り
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
と
り
わ
け
「
改
革
勢
力
」
と
は
い
え
緑

の
党
と
左
翼
党
と
い
う
立
脚
点
も
支
持
基
盤
も
異
な
る
二
勢
力
を
ど
の
よ
う
に
統
合
（integrate

）
し
、
結
束
性
を
持
続
し
て
ゆ
く
の
か
、

基
本
政
策
面
か
ら
も
政
党
戦
術
面
か
ら
も
そ
の
能
力
が
問
わ
れ
て
い
る
。し
か
し
Ｓ
Ｐ
Ｄ
指
導
層
の
動
向
に
関
し
て
は
州
レ
ベ
ル
を
含
み
、

政
策
面
で
も
路
線
面
で
も
、
多
様
化
・
流
動
化
の
傾
向
が
目
立
ち
、
政
策
基
軸
と
も
評
さ
れ
る
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
基
本
的
立
場
も
揺
ら
ぎ
、
曖
昧

化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
し
て
州
レ
ベ
ル
の
動
向
ま
で
含
ん
だ
、「
左
派
グ
ル
ー
プ
」三
党
の
協
力
関
係
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
世
論
調
査
で
の
め
ざ
ま
し
い
支

持
率
の
高
ま
り
を
背
景
に
緑
の
党
に
あ
っ
て
は
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
へ
の
協
働
条
件
の
ハ
ー
ド
ル
を
よ
り
高
く
し
よ
う
と
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
Ｄ
Ｕ

へ
の
接
近
を
志
向
す
る
動
き
も
出
て
い
る
。
他
方
、
左
翼
党
は
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
対
し
て
は
、
こ
の
党
の
政
権
党
期
（「
赤
と
緑
」
の
連
立
期
、
大

連
合
期
）
の
新
自
由
主
義
的
路
線
傾
斜
に
対
す
る
よ
り
明
確
な
反
省
を
求
め
て
、
協
働
関
係
へ
の
拒
否
的
な
態
度
を
強
め
る
一
方
、
Ｓ
Ｐ

Ｄ
内
部
で
は
左
翼
党
内
で
の
東
独
時
代
の
体
制
協
力
者
の
排
除
と
マ
ル
ク
ス
主
義
的
社
会
主
義
へ
の
嫌
悪
感
が
根
強
く
、
今
後
の
一
連
の

州
議
会
選
挙
、
更
に
次
の
連
邦
議
会
選
挙
（
二
〇
一
三
年
予
定
）
を
通
じ
て
「
赤
・
赤
・
緑
」
の
連
合
・
協
力
関
係
が
ど
れ
ほ
ど
進
展
す

る
か
、
そ
の
見
通
し
は
全
く
開
け
て
い

30
）

な
い
。

と
は
い
え
三
党
間
協
働
へ
の
期
待
を
根
拠
づ
け
る
現
実
的
要
因
も
見
落
と
せ
な
い
。
Ｓ
Ｐ
Ｄ
と
緑
の
党
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
ん
と

い
っ
て
も
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
「
赤
と
緑
」
連
立
政
権
の
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た
七
年
間
の
経
験
が
あ
り
、
今
後
の
国
会
内
外
で
の
「
黒
・

黄
」政
権
へ
の
批
判
活
動
の
中
で
、
結
束
力
が
再
強
化
さ
れ
る
可
能
性
は

31
）

強
い
。
他
方
、
左
翼
党
の
動
向
に
つ
い
て
は
、「
現
実
派
」（R

ealis-

ten

）
と
か
「
実
用
改
革
家
」（P

ragm
atik
er

）
と
称
さ
れ
る
、
東
ベ
ル
リ
ン
を
含
む
旧
東
独
地
域
の
州
や
自
治
体
で
他
党
派
と
の
協
働
に

よ
る
改
革
政
治
を
実
践
し
た
活
動
家
を
中
心
と
し
た
勢
力
の
存
在
で
あ
る
。
こ
の
勢
力
が
州
、
さ
ら
に
は
連
邦
レ
ベ
ル
で
の
党
内
か
ら
の

有
力
な
連
立
推
進
力
と
な
る
可
能
性
も
強
い
。
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
新
た
な
要
因
と
し
て
、
一
〇
年
七
月
に
最
大
州
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
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ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
に
「
赤
・
緑
」
政
権
が
成
立
し
た
結
果
、
国
会
第
二
院
た
る
連
邦
参
議
院
で
「
黒
・
黄
」
与
党
勢
力
が
過
半
数

を
失
い
、
野
党
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
三
党
の
院
内
協
力
如
何
で
は
、
国
政
の
あ
り
方
が
質
的
に
変
化
す
る
可
能
性
が
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
指
導
部
の
基
本
路
線
が
な
お
定
ま
ら
ぬ
中
で
、
国
政
レ
ベ
ル
で
の
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
三
党
の
協
働
の
意
義
は
一
段
と
高
ま
り

つ
つ
あ
る
と
評
し
え
る
状
況
も
確
か
に
生
じ
つ
つ

32
）

あ
る
。

注
記１

）

今
世
紀
当
初
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
全
体
的
な
動
向
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
山
本
佐
門
「
新
世
紀
の
ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
｜

そ
の
危
機
の
「
正
体
」
と
可
能
性
」

（『
変
容
す
る
世
界
と
法
律
・
政
治
・
文
化
』（
北
海
学
園
大
学
法
学
部
四
〇
周
年
記
念
論
文
集
）』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
七
年
）
所
収
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

更
に
大
連
合
期
の
Ｓ
Ｐ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、J.R

a
sch
k
e,Z
erfa
llsp
h
a
se d
er S
ch
ro
d
er ―
Z
y
k
lu
s,D
ie S
P
D 2005 -2009,in

:C
.E
g
le,B

.Z
o
h
ln
h
o
fer

(H
g
.),
D
ie zw

eite G
ro
ß
e K
o
a
liti o
n
―
E
in
e B
ila
n
z d
er R

eg
ieru
n
g M
erk
el 2005 -2009

(W
iesb
a
d
en
,
2010),

S
.69 -98,

U
.
Ju
n
,
D
ie S
P
D

 
in d
er G

ro
ß
en K

o
a
litio
n
,
in
:
S
.
B
u
k
o
w
,
W
.
S
eem
a
n
n
(H
g
.),
D
ie G
ro
ß
e K
o
a
litio
n
,
R
eg
ieru
n
g
-P
o
litik
-P
a
rteien 2005 -2009

(W
ies-

b
a
d
en
,
2010),

S
.299 -318,

参
照
。

２
）

V
g
l.D
eu
tsch
la
n
d
tren
d in A

u
g
u
st 2009 v

o
n In
fra
test d

im
a
p
,In
tera
k
tiv P

o
litb
a
ro
m
eter zu

m
 
A
n
k
lick
en v
o
m
 
18.9.09.

更
にK

.-R
.

K
o
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D
ie B

u
n
d
esta
g
sw
a
h
l 2009

-
K
o
n
tu
ren d

es N
eu
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,
J.
T
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el,
W
a
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a
h
l 2009?,
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K
.
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.
K
o
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(H
g
.),
D
ie

 
B
u
n
d
esta
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a
h
l 2009

-
A
n
a
ly
sen d

er W
a
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n
d R
eg
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n
g
sfo
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n
g
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iesb
a
d
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,
2010),

S
.

H
u
n
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Y
.
S
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,
D
ie G
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ß
e K
o
a
litio
n  a
u
s d
er S
ich
t d
es W

a
h
lers,

in
:
S
.
B
u
k
o
w
,
W
.
S
eem
a
n
n
(H
g
.),
a
.a
.O
,
S
.336 -356,

は

本
論
文
の
論
点
と
関
わ
っ
て
、
特
に
参
考
に
な
ろ
う
。

３
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S
o
zia
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n
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o
k
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n
g
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E
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h
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E
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a
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E
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u
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en
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S
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S
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E
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D
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ru
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e N
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a
ftsv
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g
,
S
.
11
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a
m
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el).

25
）

V
g
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E
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d
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es S
o
m
m
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a
rch
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s.
in
:
D
er S
p
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29 /2010,

S
.
20
22.

26
）

In
fra
test d

im
a
p
,
S
o
n
n
ta
g
sfra
g
e v
o
n 20.8.2010

(h
ttp
: //w

w
w
.in
fra
test-d

im
a
p
),
D
er S
p
ieg
el,
a
.a
.O
.

27
）

本
論
文
脱
稿
後
一
ヶ
月
の
支
持
率
調
査
で
は
、
緑
の
党
の
一
層
の
増
加
（
一
八
％
（
二
％
増
）、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
の
後
退
（
二
九
％
（
二
％
減
）
と
い
う
結
果
と
な
っ

て
い
る
（In

fra
test d

im
a
p
,
S
o
n
n
ta
g
sfra
g
e v
o
n 17.9.2010

）。
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28
）

左
翼
党
指
導
部
は
、
目
下
党
綱
領
制
定
の
た
め
に
綱
領
委
員
会
の
手
に
よ
る
『
綱
領
案
』
を
提
示
し
、
党
内
討
議
中
で
あ
る
。
こ
の
綱
領
案
で
は
、「
労
働

組
合
勢
力
、
社
会
運
動
、
他
の
左
翼
的
な
政
党
、
市
民
と
と
も
に
ド
イ
ツ
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、
そ
し
て
世
界
的
に
、
社
会
的
対
抗
勢
力
を
目
指
す
。
個
々

人
の
自
由
と
平
等
が
す
べ
て
の
人
々
の
連
帯
的
な
発
展
に
益
す
る
民
主
的
な
社
会
主
義
を
目
指
す
」
と
主
張
す
る
一
方
、
政
権
参
加
に
関
し
て
は
「
左
翼
党

は
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
の
生
活
条
件
の
改
善
を
達
成
し
う
る
場
合
に
の
み
、
政
権
参
加
を
求
め
る
。
し
か
し
民
営
化
を
優
先
し
、
社
会
保
障
・
雇
用

の
切
り
下
げ
を
目
指
す
よ
う
な
政
権
に
は
決
し
て
参
加
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
も
表
明
し
て
い
る
。V

g
l.
E
n
tw
u
rf fu

r ein P
ro
g
ra
m
m
 
d
er P

a
rtei

 
D
ie L

in
k
e
(E
n
tw
u
rf v
o
n d
er P

ro
g
ra
m
m
k
o
m
issio

n
)
(h
ttp
: //d
ie lin

k
e.d
e /).

こ
の
綱
領
草
案
の
特
色
と
問
題
点
に
つ
い
て
は
、H

.
D
ietzel,

F
u
n
d
erm
en
ta
ler A

n
tik
a
p
ita
lism
u
s,
in
:
N
eu
e G
esellsh

a
ft /F
ra
n
k
fu
rter H

efte Jg
.
57.5 /2010,

S
.
53
56,

参
照
。

29
）

こ
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
緑
の
党
と
Ｆ
Ｄ
Ｐ
の
関
係
に
つ
い
て
立
入
っ
て
検
討
し
たF

.
W
a
lter,

G
elb o

d
er G

ru
n
?

（B
ielefeld

,
2010

）
が
多
く
の

視
点
を
与
え
て
く
れ
よ
う
。

30
）

V
g
l.
R
o
t-G
ru
n p
lu
s n
ix
,
in
:
D
er S
p
ieg
el,
N
r.
27 /2010,

S
.
24
26.

31
）

さ
し
あ
た
り
の
連
邦
レ
ベ
ル
の
大
き
な
争
点
と
し
て
、「
原
子
力
発
電
か
ら
撤
退
期
限
の
延
長
」を
め
ぐ
る
与
野
党
の
対
決
が
あ
る
。
二
〇
一
〇
年
九
月
段

階
で
は
「
撤
退
期
限
延
長
」
反
対
の
市
民
運
動
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
、
そ
れ
と
と
も
に
緑
の
党
へ
の
国
民
の
支
持
が
一
層
強
ま
っ
て
い
る
、（
注
27
）
参
照
。

A
to
m
k
ra
ft.W

id
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n
d g
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ch
w
a
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elb w
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ch
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k
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ell /N
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ch
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u
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w
w
.sp
d
.d
e)

、「
独
・
原
発
回
帰
に
猛

反
対
」（
朝
日
新
聞
（
一
〇
・
九
・
一
九
））
参
照
。
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S
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な
お
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
議
会
選
挙
直
後
の
「
左
派
グ
ル
ー
プ
」
の
動
向
に
関
す
る
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
小
野
一
「
欧
州
経
済
危

機
に
揺
れ
る
左
翼
オ
ル
タ
ー
ナ
テ
ィ
ヴ
の
可
能
性
」（『
労
働
運
動
史
研
究
』（
復
刊
二
六
号
（
二
〇
一
〇
・
八
）
所
収
）
が
参
考
に
な
ろ
う
。
よ
り
長
期
的
な

視
点
か
ら
の
ド
イ
ツ
の
政
党
制
の
変
動
傾
向
に
つ
い
て
は
、O

.
N
ied
erm
a
y
er,
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a
rteien u

n
d P
a
rteisy
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,
in
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S
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u
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参
照
。
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